
（款）　 （項）　5総務管理費 （目）　50文化振興費

◎文化振興の経費

【総合計画上の位置づけ】

【事業の目的】
対象

意図

効果

【事業の内容】
(1) 旧川喜多邸管理事業

・

(２) （仮称）川喜多記念館建設事業
・

・

・

【中事業に含まれる実施計画事業】
（仮称）川喜多記念館の整備(２－２－３－①)

【事業費】

主な支出内訳
・

63
943
181
340
0

378

・
　（仮称）川喜多記念館建設工事家屋事前調査業務委託料 368
　（仮称）川喜多記念館建設工事監理業務委託料(継続事業・20年度分) 2,046
　旧川喜多邸解体工事請負費 6,090
　（仮称）川喜多記念館安全対策工事請負費 7,865
　（仮称）川喜多記念館建設工事請負費(継続事業・20年度分) 75,100
　（仮称）川喜多記念館建設外構工事請負費(翌年度への繰越明許費) 14,900
　川喜多記念館建設等基金積立金 296

主な特定財源
・ 11,428国県支出金

　清掃作業委託料
　警備委託料

(仮称)川喜多記念館の建設について、旧川喜多邸母屋の解体と敷地内斜面地(崖地)の落
石防止網の設置など安全対策工事を行い、建設工事に着手した。継続費年割額の残額は
翌年度に繰越した。

(仮称)川喜多記念館の板塀等の外構工事は、翌年度へ繰越を行った。

旧川喜多邸管理事業

（仮称）川喜多記念館建設事業

　害虫等駆除作業委託料
　山林維持管理業務委託

　光熱水費
　各所修繕料

不用額
1,367111,643 144,085 108,646 34,072

当初予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額

10総務費

歴史を継承し、文化を創造するまち

旧川喜多邸管理運営事業 【 文化推進課

文化：文化活動が活発であり、新たな文化の創造･発信を行っているまち

】

市民等

(仮称)川喜多記念館建設等基金への積立を行った。

旧川喜多邸の適正な管理及び(仮称)川喜多記念館の建設推進を図るため。

（単位：千円）

施設の適切な維持を図るとともに、施設公開ボランティアの協力のもと春に2日間の施設公
開を実施した。

訪れた市民などが、ゆったりとした敷地のなかで鎌倉の歴史にふれながら、映画の資料を見
学することにより文化意識の醸成を図る。



事務事業

№/名　称
事務事業 1181 旧川喜多邸管理事業

単　　　位 464 （仮称）川喜多記念館建設事業

1206 （仮称）川喜多記念館建設事業

主管課 文化推進課 関連課

分野名 文化

目標
（目標値）
人口等の データ区分

データ 人　　　口
世　帯　数

参加者

運営資源 決算値

状　　　況 （国　・　県）

（負担金等）

（一般財源）

人員配置数

人 件 費

協　働　の
パートナー

事務事業
運営経費

市民１人当
りの経費

対象者１人
当りの経費

　２０年度事務事業の変更点（新規・廃止・縮小した個別事業）/事業仕分けの視点による妥当性の評価

変更額（千円） 妥当性※

106,368 ④ ※妥当性の評価

① 必要性なし

② 民間

③ 国・県

④ 現行どおり(鎌倉市)

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 5,000人 5,000人 -

実績値 4,716人 2,132人

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 3,000千円 1,000千円 -

実績値 1,996千円 1,981千円 

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 150人 150人 -

実績値 70人 26人

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

　　評価　　◎：目標を達成　　○：目標に向かって前進している　　△：横ばい　　×：後退している

　ベンチマーク（県内外自治体や民間団体との比較値）

団体名

事務事業評価シート

22年度

22年度

-

指　　標

22年度 最終年度（20年度）

備　　考

最終年度（　　年度）

-

670円 111円 45円

4,130円 1,169円

7,859千円

最終年度（20年度）

歴史を継承し、文化を創造するまち

新たな文化を創造･発信します

総事業費

108,646千円 10,035千円 

97,218千円 10,035千円

22年度 最終年度（20年度）

-

1.0人 1人

×

55,474円

9,625千円

118,271千円 19,478千円

9,443千円

評価

×

4,740千円
0.5人

-
川喜多記念館建設等基金
推進映画会実行委員会

11,428千円 

・各年4月1日

77,430世帯 76,536世帯 75,611世帯

川喜多記念館建設等基金
推進映画会実行委員会

3,119千円

3,119千円

生推-03 旧川喜多邸管理運営事業
■サービス部門

□支　援　部 門

ザイムス
コード及び
個別事業
名

×

176,484人

評価

評価

評価

2,132人

例年の維持管理費

指　　標

映画会入場者数＋施設
公開来場者数

ボランティアの参加数

指　　標

２０年度

事業の変更点・変更理由

指　　標

１９年度 １８年度

175,902人 175,051人

4,716人 6,720人

個別事業名

（仮称）川喜多記念館建設事業 （仮称）川喜多記念館建設事業の開始に伴う増額（建設工事等）



A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 無

A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 無

担当部名 部長名

Ａ

・（仮称）川喜多記念館の管理運営について、指定管理者制度の導入に向け、条例の制
定や指定管理者の選定に関する基準の策定等の作業が必要になる。

生涯学習推進担当 金川剛文

一次評価（課長評価）

Ａ

今後の方向性
（仮称）川喜多記念館の管理運営については、民間の映画に関する専門知識等の導入を図り、柔軟な運
営体制の確保等を目的として、指定管理者制度を導入を視野に入れ検討してきた。指定管理の導入にあ
たり、記念館設置の目的を達成させるための運営内容や業務水準を定め、これに対して指定管理者から
の具体的な運営方法等に関する提案を審査し選定して行く。記念館の建設については、遅延することなく
工事を進め、平成２２年度の開館を目指す。

（仮称）川喜多記念館の建設については、平成２２年度の開館を目指して引き続き建設工事を進めて行
く。また、開館後の施設の管理運営運については、指定管理者制度を導入を視野に入れ検討してきた。
開館当初から指定管理制度を導入を予定しており、管理運営の実績がないことから、指定管理者の選定
にあたり、業務基準など業務仕様の策定に十分な検討が必要になる。

課題・問題点

未解決の課
題・問題点

今後の方針
（対応・改善）

創意・工夫・課
題等の改善点
20年度の成果

・開館後の施設の運営については、民間への委託を検討することとした。また、運営経費
の算出については、施設の規模、構造等が関係することから実施設計完了後に行うことと
した。
・（仮称）川喜多記念館については、平成19年度に策定した整備方針に基づき展示、情
報、研究機能を主体とし、また、映像資料を活用するための映写、鑑賞室を有する施設と
して建設を行う。

（20年度事務事業を実施するうえでの課題・問題点は、どのようなことでしたか）

（課題・問題点についてどのような創意工夫、改善をしましたか。また、どのような成果がありましたか）

（20年度事務事業の取組において対応（解決）できなかったものはどのようなことですか）

・（仮称）川喜多記念館の建設について、旧川喜多邸母屋の解体と敷地内斜面地（崖地）の落石防
止網の設置など安全対策工事を行い、記念館の建設に着手した。
　また、施設の管理運営の方法等については、指定管理者制度の導入を視野に入れ検討した。

創意・工夫・
課題等改善
状況

（上記対応できなかった課題・問題点について今後どのように対応（改善）していきますか）

平成21年度事務事業評価シート

二次評価（部長評価）

今後の方向性

担当課長氏名： 宮崎　淳

・（仮称）川喜多記念館については、平成２２年度の開館を目指して引続き建設工事及び
板塀などの外構工事を進める。開館後の施設の管理運営について、指定管理者制度の
導入に向け、業務基準など業務仕様等の策定を行う。


